
匝瑳市教育委員会平成２６年２月定例教育委員会会議録 

議会棟第２委員会室  

１ 期日 平成２６年２月２０日（木） 

開会 午後３時３０分 閉会 午後４時４５分 

 

２ 出席委員 

委 員    竹澤  実 

   委 員    熱田 とし子 

   委 員    阿部 一行 

   教育長    池田 竹四 

３ 出席職員 

   学校教育課長 椎名 和浩 

   生涯学習課長 佐藤  和 

   図 書 館 長 鈴木  茂 

   給 食 室 長 加瀬 幸治 

 

４ 委員長挨拶 

 ２月の定例教育委員会を始めます。 

日本の受験シーズンは１月から３月の寒い時期と重なりますが、今年は記録的

な大雪のため交通機関が麻痺した結果、入試に悪い影響を与えています。開始時

間を遅らせても間に合わず、人生設計を余儀なく変更された方もいたのではない

かと想像すると心が痛みます。 

 また、４年に一度のオリンピックでは若者の活躍が目立ちましたが、１０代、

２０代、３０代に混じって４１歳の葛西選手が大活躍したのも感動しました。個

人の銀メダル獲得の時は満面の笑みをたたえていたのに、団体の銅メダルでは、

後輩が厳しい状況下で練習を乗り越えてきたことを振り返ってか、涙を流してい

たのが印象的でした。 

 羽生選手は喘息と闘いながら、葛西選手は腰痛を騙しながら、竹内選手は難病

と向かい合いながら、伊東大貴選手は膝の痛さに耐えながらも頑張り、勇気と希

望を与えてくれました。日本の未来が明るくなったように感じます。 



 清水宏保さんが言っています。「何も背負わなくていい。自分の為に滑って、後

ですべての人に感謝すればいい。」すばらしい助言ですね。 

 本日は、現状報告と協議事項が２号あります。ご審議よろしくお願いします。 

５ 前回会議録の承認 

（前、１２月定例会分）竹澤  実 委員長職務代理者 

  

６ 議事録署名人選出 

（本、１月定例会分） 川内 惠美子 委員長 

           熱田 とし子 委員 

 

７ 現況報告及び当面の方針 

① 学校教育課 ②生涯学習課（室）③公民館 ④図書館 ⑤給食室 

資料に基づき、各課館室長が１月１日から１月３１日までの現況報告及び当面

の方針について説明があった。 

竹澤委員 

 今回のノロウイルスについては残念ですが対応は適切であったと思います。 

 職員の衛生管理について伺うが、ノロウイルスに感染した職員の当日の健康

状態はいかがでしたか。 

学校教育課長 

 全く症状は無く普通の状態でした。学校の児童・生徒・教職員のいずれも発

症はありませんでした。 

給食室長 

 職員の家族に症状があるかどうかも朝の健康チェック時に調査します。また、

家族がノロウイルス等にかかった場合は職員本人も出勤はしていません。 

竹澤委員 

 万全の体制をとっていただいているとのことで安心しました。 

川内委員 

 土曜日や日曜日に検査結果がわかった場合に保護者への連絡はどのように

していますか。 

学校教育課長 



 土日であっても連絡体制をとれるようになっております。まず、学校教育課

から校長会の連絡網で連絡します。次に教育委員会からまちコミメールで情報

を送信します。さらに各校毎に対応を連絡網で流します。当日急に給食中止を

連絡することはありません。 

８ 協議事項 

  議案第 1 号 匝瑳市立中学校「９か年精勤賞」受賞者の選考について（案） 

  議案第 2 号 平成２６年度 学校医・学校歯科医・学校薬剤師の委嘱に 

ついて（案） 

学校教育課長から提案があり審議の結果、承認された。 

９ その他 

  学校教育課長から事故等の報告があった。  

学校教育課長から３月定例教育委員会の日程について提案があり、全委員が

出席可能であることを確認した。 

給食室長から保護者あての「給食費値下げについて（お知らせ）」について

説明があった。 

竹澤委員 

  給食費低減は保護者にとってありがたいが、再来年の１０％消費税も想定し

てのことですか。 

 給食室長 

  現在２か所で作っている給食を平成２６年９月から１か所で効率よく作る

ことができるようになります。また、食材を直接農家から仕入れる等流通ルー

トを見直したり、加工品や冷凍品でなく手作りを推進します。さらに、年間給

食提供数を１９５から弁当不要の日の分を除き１９２食にします。このような

ことを総合して値下げを可能にしました。 

 学校教育課長 

  近隣に比べて当市の給食月額は高く設定されているのですが、その分給食提

供数が他市より多く、また、卒業する児童生徒や行事等で給食停止をした分を

年度末に精算しています。今回、保護者負担軽減をさらに目に見えた形で提示

したほうがよいかと値下げすることになりました。 

また、併せて、第３子は半額、第４子以降は無料とする案を提言し、教育委員



会の子育て支援政策として打ち出すこととなりました。 

 

 

 


